
　近年、建築再生・再活用への取り組みが盛んになり、保存改修とは異なる再生の手法が多様化して

いる。これらの建築の中には既存建築の履歴を保存・強調・淘汰することで生じる矛盾や両義的関係

を有するものがある。

　「対立性(contradiction)」という視点を建築論に導入したのは建築家R・ヴェンチューリであっ

た。彼は内的要求と外的様式(形式)の狭間にあり、二項対立や矛盾、曖昧の関係を有する建築を参照

し、「複雑な統合」として評価することで、デザインの純粋性を追求したモダニズム建築を批判し

た。前述した再生建築の特徴はヴェンチューリが意図しなかった時間的変化を内包・投影した「対立

性」であると言える。

　本研究ではR.ヴェンチューリの「対立性」を援用し、再生建築を参照することで、意匠価値の一つ

として「対立性」を再考する。また得られた知見を新築の設計提案へと応用することで、新しさの価

値に代わる経年変化に伴う価値の創出手法を提案する。
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設計提案　❷ -1
一世帯が住む家

設計提案　❷ -２
二世帯が住む家

設計提案　❷ -３
三世帯が住む家

背景と目的 〈R .ヴェンチューリの作品と位置づけ〉

近代までの「対立性」を有する建築とその応用

『建築の多様性と対立性 ( 1 9 6 6 ) 』 「 再生建築における対立性」

〈本論文および設計提案の位置づけ〉

現代の「対立性」を有する再生建築とその応用
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設計提案 ❶

Capital Hill Residence〈2011〉
ザハ・ハディッド　

HOUSE NA〈2011〉
藤本壮

現代建築

バルセロナパヴィリオン〈1929〉
ミース・ファン・デル・ローエ

〈
安
易
な
統
一
〉

〈
複
雑
な
統
一
〉

再 生 建 築 に お け る 「 対 立 性 」 を 応 用 し た 設 計 提 案

　本研究は、基礎的研究として通史を研究した第一章から第三章、発展的研究として再生建築を分析

を行った第四章、設計提案を行った第五章からなる。

　設計提案は、スケルトンとして静的モデルを設計した上で、インフィルとして実際の居住者を設定

した動的モデルの提案を行う。

論文構成

一世帯が住む家 二世帯が住む家 三世帯が住む家

4人家族
3人になった家族

+
親世帯

高齢になった夫婦
+

3人家族
+

学生一人暮らし

非主体空間 計画空間

非主体空間+計画空間

主体空間

モダニズム マニエリスム/バロック

既存建築 再生建築(一次) 再生建築(二次)

コンテクストの変化 物質・機能の変化 利用者・用途の変化

安易な統一 複雑な統一

建築空間の分節

設計提案❶ 静的モデルの設計

基礎的研究・通史（第一章〜第三章）

発展的研究・分析（第四章）

設計提案❷ 動的モデルの設計



外観：普遍的な要素からなる、特殊な外観

小屋裏：光にあふれる小屋裏

西側立面：窓の配列と差異

3. 抽象形態と具象要素 (立面計画 )

南面の掃出し・引き違い窓・出窓

- 抽出した住宅地の固有言語 -

北側斜線規制

切り妻屋根

非主体空間の設計
-普遍・不変的な立面 -

- 抽象形態と具象要素 -

　斜線規制より、抽象的なボリュームが欠

きとられる。対して、住宅地の固有言語か

ら抽出した具象的要素が付加され、住宅地

というコンテクストに【同調】する。

- 静的モデル外観 -

　住宅のようであり、集合住宅であるよう

な両義的立面

南側立面 西側立面

出窓

イエガタかつハコガタ

ベランダかつ庇

南側の掃き出し・引違い窓

出窓の対等な組合わせ

ベランダかつ庇

南側の掃き出し・引違い窓

イエガタかつハコガタ

4. 統合 (外形、内形、構成材の配列 )

架構の【並列化】

天井の【断片化】

〈外形〉

開口の【並列化】

複雑な統合
-対立する要素の調停 -

〈内部〉

〈構成材〉

切り妻と箱形
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〈構成材〉

庇とベランダ
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- structural diagram 1 -- plan diagram -

1. 自由な平面 (平面計画 )

- 基本平面の設定 -

【並列化】2.7mグリッド×9スクエアを基

本平面とた。基本構造は木造ラーメン構

造とした。

- 平面計画の重ね合わせ・抽象化　-

　基本平面に対し、一世帯から四世帯が

住むことを想定し、平面エスキスを行っ

た。これらの計画を重ね合わせること

で、壁・建具（開口部）・収納の位置を

抽出した。その位置を各階の天井に転写

することで平面図という三次元情報を

【断片化】【無化(装飾化)】し、増改築

の手がかりとなることを意図した。

1F 平面 2F 平面
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- structural diagram 2 -

2. 二重の梁 (構造計画 )

- 構造体の変化 -

　構造体劣化後も自由な平面を確保する

ために梁を二重にし、天井裏に構造補強

を施す。同時に設備配管や照明等の設置

に利用し、住まい方の自由度を上げる。

- 間柱の追加 -

　天井の素材に沿うようにの梁に応じて

間柱を追加する。【断片化】【階層化】

- 記号的外観 -

- 空間的内観 -

- 記号性の最解釈 -

　構造補強は外側からは記号的に、内側

からは空間的に作用する。グリッドに従

う構造補強は【並列化】し、ファサード

へ現れる。

階段から見た2階と1階天井裏：計画空間と主体空間の境界

1階天井裏：光が差し込む

2階：規則的であり不規則なである柱の配置

第五章　設計提案❶-静的モデルの設計-

第一章 対立性の概念 第二章 対立性の起源 第三章 対立性の展開 第四章 再生建築における対立性 第五章　設計提案-敷地 -

3 - 2 .「 6 つの視点」の抽出

メタボリズム

二項対立
新陳代謝

チュミコールハーススミッソンズ シューマッハロウ ジェンクスコーエン

建築における
意味作用
「二重コード」

透明性
コラージュ・
シティ

「原型の変形」
「文化的」「物
理的」コンテ
クスト

都市の動的変
化と連続性

ビッグネス／
ヴォイドの戦
略

プログラミン
グコンセプト
／イヴェント

二重の意味 二重の機能 建築要素の転用 調整された対立性 並置された対立性 内と外の対立性 全体を規定する対立性

二重性 調整 　　並置

「建築の多様性と対立性」

内と外 部分と全体

言語学 心理学 思想・哲学

Ⅲ.外部 Ⅳ.内部（空間） Ⅴ.構成材（要素） Ⅵ.表面Ⅱ.プログラムⅠ.意味

ヴェンチューリの視点 補完された視点補完された視点

　第 三 章 で は 主 にヴェ ン

チューリ以降の建築史にお

ける「対立性」に類すると

思われる意匠論の展開につ

いて考察する。建築家とし

てR.ヴェンチューリ、C.ジェ

ンクス、C. ロウ、T. シュー

マッハ、S. コーエン、スミッ

ソン夫妻、R. コールハース、

B. チュミを参照し、彼らの

建築理論を概観することで

主要な「手法」抽出した。

また、各時期区分における

「対立性」を①形態・構成の

「対立性」②意味・都市と建

築の「対立性」③プログラム

と形態の「対立性」3 つに分

類し、再生建築への応用的

視点の関連を考察すること

で、再生建築が有する「対

立性」が建築通史における

「対立性」の総体として位置

づけられることを示した。

　章結としてヴェンチュー

リの視点を補完した「6 つの

視点 (Ⅰ. 意味・Ⅱ. プログ

ラム・Ⅲ.外部・Ⅳ.内部・Ⅴ.

構成材・Ⅵ.表面)」を抽出し、

その連関を示した。

連続性と再生
似て非なるものを目指した建築

スミッソン夫妻

1 9 7 3 年『スミッソンの建築論』

S I 住宅＋メタボリズム

「新陳代謝」する都市・建築のユートピア思想

1 9 5 9〜年1 9 5 4〜年
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モダニズム期
① 形態・構成の「対立性」

再生建築への適応通史における「対立性」

3- 1 . 通史から見た再生建築の位置づけ

① 形態・構成の「対立性」

増築を伴う再生建築には形態

や構成の対立が必然的に生じ

る。保存建築や景観保全が目

的とされる遺構的な建築には

これらの矛盾は見られない。

② 意味・都市と建築の「対立性」

再生建築は既存建築のビル

ディングタイプや都市的な位

置づけに影響を受ける。再生

された建築から読み取れる意

味は多義的となる傾向がある。

③ プログラムと形態の「対

立性」

既存建築のプログラムやその

配列と新たなプログラムとの

間には矛盾が生じ、その対立

が再生建築の魅力となる。

ディコンストラクティヴィズム19 8 8 年

ネオモダン

19 9 0〜年

プログラム派

R . コールハースB . チュミ

「ビッグネス」
「ヴォイドの戦略」
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ネオモダニズム期〜現代
③ プログラムと形態の「対立性」

コンテクスチュアリズム
非形式主義的な都市の希求

1 9 7 0 年〜

1 9 7 8 年『コラージュ・シティ』
コーリン・ロウ＋コーネル派

L e s s  i s  B o r e

R .ヴェンチューリ

1 9 6 6 年『建築の多様性と対立性』

1 9 7 3 年『ラスベガスから学ぶこと』

ポストモダニズムの建築言語

C . ジェンクス

1 9 7 7 年『ポストモダニズムの建築言語』
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ポストモダニズム期
② 意味・都市と建築の「対立性」

4- 1 . 再生建築の定義

4 - 3 . 分析対象

4 - 2 .「対立性の構造」

リノベーション

リファイン

コンバージョン

再生建築 [Contextural Architecture]

主体

時間

物質環境

「再生建築における対立性」

Ⅲ.外部

建築の変化要因 適応視点

Ⅳ.内部

Ⅴ.構成材

Ⅴ.構成材

Ⅵ.表面

再
生
建
築
に
お
け
る
対
立
性
の
特
質

コンテクストの変化　＝環境

環境変化に対する調整・反応

外部環境からの受動的変化

空間所有主体の変化　＝主体

空間・構成材の利用法の変換

主体による能動的変化

物質の変化　＝物質

機能・意味の多義化

物質的性質による受動的変化

01  国立国会図書館子供図書館

No. 　　　　　　　　　事例名 No. 　　　　　　　　　事例名

02  石の美術館

03  ガゾメーター

04  ルーヴェン美術館

05  グランドルヌ・マック

06  メゾン・フォリー

07  ラモット

08  スオメリンナ

09  ヴィッテン文化センター

10  カルチャーブリュワリー

11  リボリ現代美術館

12  トゥスコラ美術館

13  クロイサーホテル

14  アムステルダム大学特別資料図書館

15  オスロ大学

16  ヘドマルク美術館

17  水舎

18  国立ソフィア王妃芸術センター

19  ラヴァピーズ・カルチャースクール・センター

20  王立工科大学図書館

21  カルマーズ技術大学経営工学棟

22  フォルムデザインセンター

23  フォトグラフィスカ・ミュージアム

24  オックスフォード城

25  セントポール・オールドフォード

26  ヴィクトリア・ミロ・ギャラリー

28  八女市多世代交流館「共生の杜」 

27  宇目町役場庁舎 

29  八女市立福島中学校屋内運動場 

30  佐伯市蒲江海の資料館「時間の船」

31  清瀬けやきホール 

32  浜松サーラ

33  YS BLD.

34  戸畑図書館 

35  煉瓦倉庫の隠れ家

36  WEST

37  庭の形

38  富塚の天井

39  東寺の家

40  Do it Yourself

41  HANEGI G-HOUSE

42  ICHINOE

リファイン リノベーションコンバージョン

4 - 4 . 再生建築における 3 つの変化要因

4 - 5 .「 1 2 の操作」

4 - 6 .「 1 2 の操作」

絶
対
的
価
値

相
対
的
価
値

〈安易な統一〉

〈複雑な統一〉

古典主義・大衆迎合主義

大衆芸術・ポップアート

既存建築への応答
多義的・動的・流動

還元主義・抽象主義
技術・機械主義 保存・改修・補強

一義的・静的・凍結

記号論・意味論
経年変化・変化過程の顕在化

抽象芸術・ミニマリズム 高度利用・再活用

〈古さ・新しさの価値〉

〈両義的・多義的価値〉

保存建築/リファイン建築

再生建築における対立性

モダニズム/ネオモダニズム

現代建築 再生建築

ポストモダニズム

Ⅰ.意味

（結果）

Ⅱ.プログラム

(要求)

主体

建築

Ⅴ.構成材

（機能）

Ⅵ.表面

Ⅳ.内部

Ⅲ.外部

階層的

並列的　第四章では再生建築 42 事例

を分析対象とし、作品分析を行

う。第三章で抽出した「6 つの

視点」をもとに「対立性の構造」

を仮定し、その関係から「対立

性」を「階層的対立性」「並列

的対立性」に大別した。各対立

性の具体的分析項目として「10

の表現要素」を設定し、再生手

法ごとに「傾向」を抽出した。

　「傾向」の抽出より、再生建

築における「新築価値」「保存

価値」「両義的（多義的）価値」

の 3つ価値を示し、それぞれを、

「絶対的価値」「相対的価値」と

して一般化した。このうち、「再

生建築における対立性」を有す

ると考えられる建築群は「相対

的価値」がみられることから、

その価値を創出する要因を考察

し、法・条例や環境条件などの

外的な「コンテクストの変化」、

空間を利用する「主体の変化」、

素材や構造体に使われる「物質

の変化」の 3 つの要因を抽出し

た。章結として「12 の操作」を

手法化した。

操作 効果と操作内容 代表事例

⑩ 二重化
機能・用途の重合(二重性)

→新たな機能を追加することで知覚の自動化を回避する

⑫ 一義化
単一の意味(紋切り型)

→外的要素との関係から詩的効果を生む

⑦ 同調
引用

→階層の異なる構成材の形態や配列を模倣する

⑧無化

（装飾化）

機能・用途の剥奪

→脱用途化することで知覚の自動化を回避する

⑨ 転化
機能・用途の上書き

→既存用法を変化させることで知覚の自動化を回避する

④ 断片化 アドホック(部分と全体)

→ひとつ構成材を恣意的に分節する

⑤ 切断 並置された対立性

→無関係に接合・並列し、原形を保っている

⑥ 調停
調整された対立性

→隣接関係から影響を受け、変形している

① 顕在化 経年変化の表出(部分と全体)

→異なる素材を用いることで経年変化の矛盾を顕在化する

② 階層化 階層の関係(部分と全体)

→同一の構成材のスケールを変化させる

⑪ 曖昧化
複数の意味(曖昧)

→内的要素から詩的効果を生む

③ 並列化

⑩ 二重化

⑫ 一義化

⑦ 同調

⑨ 転化

④ 断片化

⑤ 切断 ⑥ 調停

① 顕在化 ② 階層化

⑪ 曖昧化

③ 並列化

対等な組み合わせ(部分と全体)

→同一の構成材の配列を均質化する

構
造
性

応
答
性

普
遍
性

⑧無化（装飾化）

① 非主体空間

コンテクストの変化に対応

設計者が抵触できない空間

主体

時間

物質環境

【コンテクストの変化】

建築の外部に影響を与え、法律

や環境・慣習が規定する空間。

居住者や設計者が抵触すること

ができない空間。

② 計画空間

材料・設備などの物質的変化に対応

設計者しか抵触できない空間

主体

時間

物質環境

【素材・設備の変化】

建築の機能性を担保する構造体

や設備の変化に反応する空間。

構造補強や設備拡張の余地とし

て用いられる居住者の手が届か

ない空間。

③ 主体空間

用途・居住者などの主体の変化に対応

居住者が抵触できる空間

主体

時間

物質環境

【所有主体の変化】

建築空間を所有する主体が変わ

ったり、建築の用途変更が行わ

れた場合にその反応する空間。

居住者の手の届く範囲、歩いて

いける範囲を示す。

第五章　設計提案-建築空間の分節-
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S=1/1000

東京都郊外の住宅地

第一種住居専用地域

敷地面積225㎡

建ぺい率40％(90㎡)

容積率80％(180㎡)

防火・準防火地域指定なし

前面道路5m

Robert Venturi, 1966

『Complexity and Contradiction in Architecture』 

（邦訳『建築の多様性と対立性』伊藤公文訳 ,鹿島出版会 ,1982）

ロバート・ヴェンチューリ
（Robert Venturi, 1925 年− ）

空間
構成材（要素）

機能

+使用法

観測者
（観念）

対象
（実体）

内部（空間） 構成材（要素）

構成材（要素）

機能

機能

対象
（実体＝建築的機能）

構成材（要素）

意味

意味

空間

観測者
（観念）

対象
（実体）

内部（空間）

対象
（実体＝建築的形態）

外部 内部（空間） 構成材（要素）

外部空間 内部空間

形態

観測者
（観念）

対象
（実体）

移動

使用法の変換

外部 内部（空間）

観測者
（観念）

対象
（実体）

視点の切り替え

部分

全体

外部 内部（空間）　第一章ではヴェンチューリ

が唱えた「対立性」の基礎概

念について考察する。著作に

おける「私は建築における多

様性と対立性を好む。」という

言葉に代表されるように、ヴェ

ンチューリは主観的視点から

多くの参照事例を取り上げて

いる。一方で、彼の分析視点

は主体の有無と「外部」「内部

（空間）」「構成材」という客観

的な建築の構成に基づいてい

ることが指摘できる。章結と

して「部分／全体」、「観念／

実体」、「並列／階層」という

座標軸の中に原著の主題を定

位することで、概念的な「対

立性」の所在を明らかにした。

【二重の意味】 【二重の機能】

【つじつま合わせ】 【調整と並置】

【内と外】 【部分と全体】

全体的

部分的

階層的

並列的

観
念
的

実
体
的

屈曲（中程度）

調整と並置

意味（空間）

内と外

部分と全体

二重性

機能（要素）

慣習・標準化

対等な組み合わせ

支配的な第三の要素

外周壁と内周壁

階層

屈曲（強度）

枠と中身

知覚の自動化

（＝慣習的知覚）

ゲシュタルト心理学

〈群化〉

部分に還元されない全体として知覚する（全体性）

構造主義

〈ブリコラージュ〉

部分に還元される要素を知覚する ( 部分性 )

2 - 2 . 心理学・思想分野にみる「対立性」の起源

知覚の自動化の回避
（＝新しさの知覚）

詩的機能

〈異化〉：状況 ( 文脈）と単語の矛盾（外在性）

〈曖昧〉：単語そのものの矛盾 ( 内在性 )

知覚の自動化
（＝慣習・日常の知覚）

伝達機能

言語

2 - 1 . 言語学にみる「対立性」の起源

　第二章では「対立性」の基

礎概念に影響を与えたと考え

られている言語学・心理学・

思想分野との連関を考察する。

言語学のロシアフォルマリズ

ムの主張に代表される一義的

な単語の「異化」の手法は「つ

じつま合わせ」として、主体

による能動的な建築構成材の

転用可能性へと展開される。

一方で、W. エンプソンの主張

に代表される単語の多義性に

基 づ く「曖 昧」は「二 重 性」

へと変換され、主体の読み取

りに両義性を与える実体（空

間）の構造に言及している。

またゲシュタルト心理学にお

ける「群化」作用は脈絡のな

い部分の関係を全体の調和へ

と昇華させる手法として応用

されている。さらに形態的な

部分と全体の関係に言及する

「調整」と「並置」は部分に還

元される全体を有する構造主

義のブリコラージュの手法に

見られる態度として読み取る

ことができる。章結として「対

立性」の他学問との連関を示

し、主体の存在を示唆する観

念的側面と建築学の特性であ

る実体的側面を横断する視点

の中で語られていることを明

らかにした。

2 - 3 . 再生建築における「異化」と「曖昧」の例

2 - 4 . 諸学問と対立性の相関

〈異化 = つじつま合わせ〉

引き戸の装飾化

〈曖昧＝二重性〉

古く新しい両義的立面

異化

つじつま合わせ

曖昧

曖昧さ

二重の機能 二重の意味 部分と全体

調整と並置

変形と言語機能

コンテクスト概念言語学

思想

心理学

建築

シクロフスキー

19世紀

20世紀初頭

20世紀中頃

ロシア・フォルマリズム

単語の一義性に立脚

単語と文章の構造に着目

社会と言語の構造に着目

多重性

単一性・画一性

慣習

標準化

二重化

二重性

形態・構造

単語の多義性に立脚

ニュークリティシズム

プラハ学派

ヤコブソン

エンプソン

ムカジョフスキー

ロンドン学派

群化

ブリコラージュ

20世紀初頭

20世紀中頃

全体性の優位

野生の思考

構造主義

ゲシュタルト心理学

レヴィ＝ストロース

ウェルトハイマー

外部内部（空間）構成材 ( 要素）構成材 ( 要素）



第五章　設計提案２-動的モデルの設計-

common common

LDK LDK LDK

bed bedoutside

outside

outside

outside

bed

平 面 計 画 ①： 素 材 ・ 構 成 材 新 旧 の 断 片 化

平面計画②：バラバラ の 構 成 要 素 の プ ロ グ ラ ム に よ る 組 織 化

平面計画③：プログラム を 横 断 す る 平 面 的 建 築 要 素 （ 床 と 天 井 ）

複雑 な 統 合 ： 重 ね 合 わ せ

common

common

c h i l d

i n s i d e

i n s i d e

o w n e r

o w n e r

f a m i l y

s t u d e n tp a r e n t

1 F  s l a b

2 F  r o o f
2 F  r o o f 2 F  r o o f

1 F  s l a b 1 F  s l a b
主 体 空 間 ： 具 象 要 素 に あ ふ れ る 空 間

建 築 空 間 の 分 節 に 伴 い 、 表 出 す る フ ァ サ ー ド に は 抽 象 的 要 素 と 具 象 的 要 素 が 同 居 す る 。

一

世

帯

時

二

世

帯

時

三

世

帯

時

一

世

帯

時

二

世

帯

時

三

世

帯

時

計 画 空 間 ： 抽 象 的 要 素 に あ ふ れ る 空 間

1. West elevation 

2. West elevation 

3. West elevation 

1. East elevation 

2. East elevation 

3. East elevation 

1. South elevation 

2. South elevation 

3. South elevation 

1. North elevation

2. North elevation

3. North elevation

common

child child child

parent parentparent

common
common

owner owner

family family family

student

student

student

断 面 計 画 ①： 天 井 の 内 と 外 ‒ 空 間 所 有 の 矛 盾 ‒

断 面 計 画 ②： 外 観 に 現 れ る 断 面 の 変 化

a

b c

a

b c

断 面 図 ‒ 図 式 と 構 成 要 素 の 矛 盾 ‒ 立 面 図 ‒ 積 層 す る 抽 象 空 間 と 具 象 空間 ‒

立 面 計 画 ‒ 積 層 す る 抽 象 空 間 と 具 象 空間 ‒

平 面 図 ( S = 1 / 1 5 0 ) ‒ 慣 習 な 間 取 り と 空 間 の 更 新 ‒

　 新 旧 の 二 元 化 ( 二 色 の
塗 り 分 け ) や 線 種 別 に 色
分 け を す る の で は な く 、
追 加 さ れ る 要 素 と 既 存 要
素 （ 建 具 ・ 柱 ・ 壁 ・ 床 ・
家 具 ) ま た そ の 素 材 を そ
れ ぞ れ 塗 り 分 け 、 図 式 的
に 新 旧 が 断 片 化 す る よ う
に 構 成 要 素 を 配 置 す る 。

　 自 由 な 間 取 り を 許 容 し
な が ら 、 全 体 を 包 含 す る
建 築 的 要 素 と し て 床 と 天
井 に 着 目 す る 。 円 弧 上 の
床 と 小 屋 組 の 現 し に よ っ
て 間 取 り の 変 更 に 関 係 な
く 建 築 全 体 を 調 停 す る こ
と を 意 図 し た 。

　 断 片 化 さ れ た 構 成 要 素
は 居 住 者 の 生 活 空 間 の 中
で 組 織 化 さ れ 、 相 対 化 さ
れ る 。 居 住 者 の 変 化 に
伴 っ て 一 つ の 空 間 ・ 構 成
材 の 関 係 ・ 用 途 が 変 化 す
る 。 一 つ の 家 族 の 立 場 が
変 わ れ ば 空 間 構 成 に も 変
化 が 現 れ 、 構 成 材 は そ の
都 度 最 適 化 さ れ る 。

　 ① ～ ③ を 重 ね 合 わ せ る
こ と で 、 機 能 と 非 機 能 、
慣 習 と 非 慣 習 、 構 成 要 素
と 空 間 、 平 面 と 断 面 の 各
所 に 矛 盾 を 誘 発 し 、 部 分
と 全 体 の 双 方 に 複 雑 な 統
一 を も た ら す こ と を 意 図
し た 。

天 井 面 ( C H = 2 1 0 0 ) よ り 低 い 主 体 空 間 で は 家 具 や
収 納 な ど の モ ノ に よ る 生 活 感 に あ ふ れ 、 人 間 の 活
動 が 表 出 し 、 建 築 を 浸 食 す る 。

人 間 の 手 が 届 か な い 天 井 面 （ C H = 2 1 0 0 ） よ り 上
の 空 間 で は 、 建 築 の 抽 象 的 側 面 が 保 存 さ れ 、 マ ッ
ス 、 フ ォ ル ム 、ヴ ォ イ ド 、 グ リ ッ ド 等 の 建 築 言 語 が
表 出 す る 。

　 天 井 面 ( C H = 2 1 0 0 ) の 上
下 で 空 間 の 所 有 者 が 同 一 の
部 分 は な く 、 床 の 所 有 と 天
井 よ り 上 部 の 所 有 に 矛 盾 が
生 ま れ る 。
　 世 帯 数 が 増 え 、 空 間 の 分
節 が 細 分 化 さ れ る ほ ど に 床
面 積 と 空 間 の 表 面 積 の 割 合
の 矛 盾 は 拡 大 し 、 居 室 の 所
有 感 が 曖 昧 に な る 。

　 主 体 空 間 の 変 化 に 呼 応 す る よ う に 計 画 空 間 が 更 新 さ れ る 。 主 体 空 間 は 壁 と 家 具 な ど の 具 象 的 な 要
素 が 表 出 す る が 、 構 造 補 強 ・ 設 備 の 変 化 を 担 い 、 居 住 者 の 手 が 届 か な い 計 画 空 間 は 居 室 ご と の 接 続
と 分 節 を 強 調 し 、 外 観 に は 記 号 的 、 幾 何 学 的 な 様 相 が 表 出 す る 。

 慣 習 的 な 間 取 り を 踏 襲 し 、 n L D K や 上 下 階 の 二 世 帯 住 居 の 棲 み 分 け 、 共 用 部 分 、 学 生 用 ワ ン ル ー
ム の 配 置 を 行 う 。

 ダ イ ア グ ラ ム で は
は っ き り と 塗 り 分 け
ら れ て い た 各 空 間 は
具 象 的 構 成 要 素 の 断
片 化 に よ っ て 境 界 が
曖 昧 に な り 、 部 分 と
全 体 が 脈 絡 な く 任 意
に 関 係 を 持 ち 始 め る 。

　 経 年 変 化 に 伴 い 設
備 や 構 造 補 強 に よ る
ク ロ ー ズ ド ポ シ ェ は
増 加 し 、 天 井 の 上 下
で 起 き る 断 面 的 な 矛
盾 は 増 幅 す る 。
　 各 空 間 の 居 住 者 が
占 有 す る 床 面 積 と 空
間 の 表 面 積 の 乖 離 が
空 間 所 有 規 模 の 矛 盾
を 生 み 出 す 。

1世帯 1F
共有の空間

高齢になった夫婦 3人家族 高齢になった夫婦 3人家族

2世帯 1F

3世帯 1F

共有の空間

共有の空間 子世帯の空間共有の空間 子世帯の空間

1世帯 天井裏(CH≧2100)

2世帯 天井裏(CH≧2100)

3世帯 天井裏(CH≧2100)
高齢になった夫婦 単身学生

共有の空間 個人の空間

1世帯 2F

2世帯 2F

3世帯 2F

共有の空間

共有の空間 親世帯の空間共有の空間 親世帯の空間

高齢になった夫婦 単身学生

1世帯 屋根裏(CH≧2100)

2世帯 屋根裏(CH≧2100)

2世帯 屋根裏(CH≧2100)

アクソメトリック：‒ 平 面 と 断 面 の 関 係 ‒

一 世 帯 時 二 世 帯 時 三 世 帯 時

S=1/150

円 弧 状 の 床 は 分 節 さ れ て も 壁 の 向 こ う へ の
つながりを示唆する

天 井 を 一 部 抜 く こ と で、天 井 に よ る 分 節 と
小屋組による接続の両義的空間を得る。

平 面 は 機 能 的 な グ リ ッ ド に 従 っ た 構 成 に
なっており、天井に向かって複雑性が増す。

一 般 的 な 間 取 り を 踏 襲 し な が ら も、天 井 よ
り上方で、非慣習的な空間を創出する。

撤 去 部 分

既 存 建 具

追 加 建 具

既 存 床

追 加 床

構 造 体 柱

間 柱

既 存 家 具

追 加 家 具

既 存 木 造 部 分

追 加 木 造 部 分

既 存 R C 部 分

追 加 R C 部 分

2 世帯時：1F リビング

3 世帯時：2F 学生ワンルーム

1. Section a

2. Section a

3. Section a

1. Section b

2. Section b

3. Section b

1. Section c

2. Section c

3. Section c

1. Section a

2. Section a

3. Section a

1. Section b

2. Section b

3. Section b

1. Section c

2. Section c

3. Section c

1. West elevation 1. East elevation 1. South elevation 1. North elevation

2. West elevation 2. East elevation 2. South elevation 2. North elevation

3. West elevation 3. East elevation 3. South elevation 3. North elevation

1. West elevation 1. East elevation 1. South elevation 1. North elevation

2. West elevation 2. East elevation 2. South elevation 2. North elevation

3. West elevation 3. East elevation 3. South elevation 3. North elevation



面的フレームへの解体【無化】

ex)収納家具の転用

線的フレームへの解体【無化】

ex)本棚へ【転化】

ex)窓へ【転化】

窓と本棚の【二重化】

天井面を面的フレームとして利用

ex)収納家具へ転化

天井面を線的フレームとして利用 ex)窓へ【転化】

ex)本棚へ【転化】

ex)窓と本棚の【二重化】

入れ子上に屋根をかけるとその向こう側には不思議な

余白が生まれる。屋根の内側は一つの完結した空間を

作り出す一方で、その外側には、先が見えない広がり

を感じる屋根裏の屋根ができあがる。

③-b 関係の反転(転化)
バルコニーと掃き出し窓の関係が慣習から逸脱する

③-a 曖昧化(無化)

窓枠のみが装飾として保存される

①　内外を仕切る掃き出し窓

（慣習）

②　内部を仕切る掃出し窓

（慣習的要素のつじつま合わせ）

□　二重の意味（つくりかけ と こわしかけ）

□　二重の機能（つくりかけ と こわしかけ）

□　内と外／つじつま合わせ（掃出し窓）

□　部分と全体(主体空間の分節 と 計画空間の接続)

壁なし

間柱

壁

解体／構築

構築

nLDK

主体空間で分節しながら

計画空間でつながる ワンルーム

【一つの家】(一世帯時)

部分の分節と全体のつながり

【家の中の内、家の中の外】(三世帯時)

内部の完結性と残余の広がり

解体

 再生建築特有の手法として、作り付け家具を解体・

再構成することで矛盾を引き出す【無化】【転化】【

二重化】があげられる。

　ここではその関係を建築構成材が持つ転用への冗長

性として再解釈する。

収納家具の【無化】【転化】【二重化】

転用プロセスの逆転

□　二重の機能（家具　⇔　天井）

　建築再生の際に行われる解体は同時に造ることを考

えながら行われる。壊しながら造るという両義の中に

、再生建築ならではの二重の意味が生じる。天井／上

階床／吹き抜け／根太、これらの構成材がいくつかの

意味を持つ状態を考えた。

　根太と同様に、間柱も、解体と構築の両義の中にあ

る。特有のピッチを有する構成材は、断片的に露出し

ても同一であるため、新築の段階から間柱が現しなっ

ている部分は再生の際に解体された部分との新旧の違

いが曖昧になる。

　住宅地の固有言語から抽出した「掃出し・引き違い

窓」は慣習的には内外を分節する構成材である。内と

外を仕切る掃出し窓が内部に持ち込まれると「内部と

外部」の意識が曖昧化される。

主体空間で仕切られていても、計画空間ではつながっ

ているように、個室から小屋裏を共有する。ワンルー

ムとnLDKの二項対立的な関係ではなく、その中間の曖

昧な関係を目指した。

床

床×根太×吹き抜け

吹き抜け

解体／構築

解体 構築

間柱現しによる〈壊しかけ〉と〈つくりかけ〉の二重の意味

□　内と外

オーナー住戸

完結性

残余

賃貸住戸

意味

意味

空間

意味

意味

空間

構成材（要素）

機能

機能

空間

構成材（要素）

機能

+使用法

外部空間 内部空間

形態

外部空間 内部空間

形態

部分

全体

天井の仕上げが転用されて本棚の一部となる。
仕上げがなくなった天井面からは光が差し込む。

1世帯時 2F：廊下

クローゼットは解体され、親世帯と子世帯の共用本棚へと転用された。

2世帯時 2F：共用図書室

本棚へ転用された板材は再び天井の一部となり、家族の記憶とともに建築の一部として保存される。

3世帯時 2F：高齢になった夫婦のリビング

　床の解体と構築の中間にある根太に着目し、新築でありながら解体されたかのような二重の意味をもつ吹き抜
け。断片化された天井が一階の天井の位置を曖昧にし、上下階を緩やかにつなげる。

1世帯時 2F：キッチン

　吹き抜けのあった場所に床が張られ、根太は本来の機能を取り戻す。
「吹き抜けのあった場所」は家族の意識の中に残り、上階床が下階の天井面であるように感じる。

2世帯時 2F：上階床と下階天井

　三人家族が暮らす居室は家型の天井が張られ、3世帯と1住居という形式を解体し、独立した一つの住居のよう
に振る舞う空間が生まれる。

3世帯時 1F：1階天井

1世帯時 2F：廊下

　建築構成材特有のピッチを利用して利用法の矛盾を生み出す。間柱の配列（ピッチ）を踏襲した手摺は間柱の
一部が手摺に転化されたかのような印象を与える。

2世帯時 2F：親世帯の居室

向かって左側は間柱の表現が残され、右側は通常の壁の中に包含される。一部の間柱を残すことで、ここに住ん
でいた子世帯の住人は見えない間柱の存在を通して自分たちが過ごした空間の記憶を思い返すことができる。

3世帯時 2F：高齢になったオーナー夫婦の居室

壁面だった部分は一部解体され、また他の部分は間柱のみが保存される。天井の装飾は保存されたまま、間取り
が更新される。

1世帯時 1F：半外部テラス

掃出し窓が取り付く外皮の内側に新たに掃き出し窓が設けられた。このテラスは外部としても内部としても利
用が可能な物理的に両義な空間となる。

1世帯時 2F：半外部バルコニー

掃出し窓の内側にあるバルコニーは窓とバルコニーの通常の関係が反転することで、慣習的な利用法を脱し、居
室の延長として意識される。

2世帯時 2F：バルコニーが内部化されたリビング

ベランダの手摺と掃出し窓は慣習的な関係に戻ったが、バルコニーと内部をつなぐ窓枠が保存されることで意識
的な矛盾は解消されず、親世帯のリビングはバルコニーの様に感じられる。

1世帯時 2F：主寝室

　ベランダ越しに個室を確認できるが窓より大きな開口が天井にあけられているため、屋根裏方向に強い繋がり
を感じる。

1世帯時 2F：寝室1

屋根の棟の中心に位置する部屋。部屋自体は小さくても、家全体を所有しているような感覚を持つことができる。

1世帯時 2F：寝室2

ふたつの個室はシンメトリーな構成だが、小屋裏の見え方の違いによって空間の印象が大きく異なる。

3世帯時 2F：学生のワンルーム3世帯時 2F：高齢になったオーナー夫婦のリビング

通常のワンルームと同等の面積規模でも、この部屋は大きな屋根を有し、家全体を所有している感覚を得る。
小さくて大きい部屋。

3世帯時 1F：3家族のリビング

壁の上部からオーナー住戸のインナーテラスを臨む。仕切られていても、視覚的に緑を共有することで、一般的
な集合住宅にはない空間の共有感を生み出す。　新たに張られた屋根型の天井はは上下階をつなぐ家の中の家を作り出す。
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